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介護予防に係る取組について  

平成19年7月27日 l資料3－3  

資料3－3：  

稲城市の介護予防事業について  

～介護予防を中心とした地域づくり～   
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対象者の把握（平成16年度から平成18年度）  

0介護予防スグノーニングの手法  

【介濃予防健診 おたっしゃ21」を使用  

○平成18年度は「基本チェックリスト」をあわせて実施した。   

○対象者  
要介護2以上を除く、65歳以上高齢者  

○平成16年廉から3年間で要介護2以上を除く高齢者全部こ対して実施することを  

日撫とした。  

○把握実線（美人数）  

平成16年鷹   平成17年廣   平成18年喪   3ケ年の合計   

ir二   
1．268名   3．73（∋名  1．196名  

＊医■会の協力  村医■会の迫力   6．1gl名   

受持書送付書に占め   
る書専合  

42．6％   19，7％  

65■以上高齢著に占   
める割合  12．6％   34．6％   10．6％  

＊平戚18年10月璃在   
56．9％   

＊書年＃3月京樽点  

▼介■2以上t■く事  13．4％   35．1％   11．3％  
桝に占めも割合  ＊平成18年10月璃在   60．9％  
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稲城市における3与・年の効果  

軽度要介護者鞍の推移  

軽度認定者敷の推移  

要介護認定の認定率  

稲城市・粂京都 要介護認定率（卓呈梗賓）  

壬仁ロ  

0  

に紬  
－Tミニ、与－、！  
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平成15年度より抑制傾向が鞭著  

平成15年度より抑制傾向が顕著となり、  

その後、横ばい状態となっている。  

式Dl毎ユ月 刀D2曳コ月 乃0ユ年3員 抑04年3月 刀1〕5年3月 加8年3月 迎0丁如月  

平成17年度中頃より抑制  

要支援及び要介護1の認定者数を合わせ  

た軽度要介護認定者数は、平成17年度   

中頃より、増加から抑制に転じ、現在も  

その傾向が続いている。   

稲城市の介護予防地域活動の推進  

○地域住民の主体的な活動支援  

「介護予防推進員」の育成  

0地域で「おたっしゃ21」を実施し、『地域』と『在宅介護支援センター』とのパイプ役   

0 介穫予防に関する講演会やイベント等でのサポート  

「筋トレボランティア」の育成   

0筋トレ件了暑が、地域で社会参加をする受け皿として機能   

0教皇運営のサポート役  

「講師・サブリーダー」の育成   

0地域展開型転倒骨折予防事業の指導者としての役割  

っ地域で活動を行なっている自主グループの支援  

○社会資源の整理  

「稲城市社会資源マップ」の作成  

0市内にて、介韓予防に関する活動を行なっているグループを掲載  

ン「   
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稲城市の新しい地域づくり施策  

【今後の諜頚】  

0 団地地区を中心に、地域のコミュニティの力を高める必辛が生じてきた。  
○ 社会参加活動への参加を望む高齢者が増えてきている。   

【求められる施策】  

1高齢者自身の介穫予防につながる社会参加活動（自肋）を支揺すること。  

2 元気な高齢者による介護者等への支援ボランティア（共助・互肋）を褒賞・   

奨励すること。  

3 上記の結集、地域支援事業費、介護給付費等の兼用を直接・間接的に  
抑制すること（給付費等の抑制）。  

【稲城市の新たな地域支援事業】  

「介護支援ボランティア制度」  

→高齢者の社会参加を支援し、介護予防の効果を期待するもの。  

→元気な高齢者を増やす取り組み。  
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